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背景と目的

• ソフトウェア開発でコードレビューはコストの
高い作業
– コードの変更を追うのは大変

• バグの見落とし

• 変数名等の変更の漏れ

–スキルの高い開発者に負担が集中する

• CRITICS（コード変更チェックツール）を開発し
たので実際に使えるのか試してみる



アプローチ

• Salesforce.com社の開発者６人に使用した感
想を聞く

• テキサス大学の学生１２人にCRITICSと
EclipseDiffの両方を使って比較した結果と感
想を聞く



CRITICS

• コード変更チェックツール



CRITICS

• コード変更チェックツール

① パッチの差分を個別に選択できる

② コードを構文木表示して操作出来る

③ 指定にマッチする箇所を特定して表示

④ 例外箇所を特定して表示

⑤ コード内の差分の表示

⑥ コードのテンプレートの表示



開発者の視点

• Salesforce.com社の開発者に使用した感想を
聞く

– ４つのパッチで試用してみる

–質問内容

コードレビューでどんな問題に直面しているか？

どんな場面でCRITICSは役に立つと思うか？

CRITICSをどう思う？



開発者の視点

• 対象とする４つのパッチ



開発者の感想

• コードレビューでどんな問題に直面している
か？

–いつもはCOLLABORATORというツールを使ってい
る

– このツールはアップロードしたパッチしかチェック
出来ないのが不便

–違いの少ない変更やピンポイントな間違いを見つ
ける能力に欠ける



開発者の感想

• どんな場面でCRITICSは役に立つと思うか？

–熟練開発者に割り当てていたコードレビューを新
規開発者に割り当てて熟練開発者の負担を軽減
になる

–チーム全体のコードレビューへの知識も深まる



開発者の感想

• CRITICSをどう思う？

– 2,30分でサーチが終わった

–時間の節約になる

–ビジュアル化されるのが嬉しい

概ね好印象

• 実際の開発現場で使える基準だった



比較実験

• 学生１２人にCRITICSとEclipseDiffの両方を使って
比較した結果と感想を聞く
– EclipseDiffはデフォルトで使用できるので選出

– シンプル（190行）と複雑（680行）の変更をチェック

よく似た変更の区別

矛盾する変更の発見

失ったアップデートの発見

タスク完了タイム

感想



対象パッチと問題



結果

• よく似た変更の区別

– CRITICS ：10/12人が正確に答えた

– EclipseDiff ：5/12人

• EclipseDiffは選んだキーワードに依存してチェックして
いた

• 矛盾する変更の発見

– CRITICS ：12/12人

– EclipseDiff ：7/12人

• 複雑でもシンプルでもCRITICSは高いスコアだった



結果

• 失ったアップデートの発見

– CRITICS ：11/12人

– EclipseDiff ：4/12人

• 複雑でもシンプルでもCRITICSは高いスコアだった

• タスク完了タイム

– CRITICS vs EclipseDiffで31.9%早かった



感想

• コードレビューが早くなると思う

• UIが直感的でない

• ヒントを出して欲しい，今は使ってる人が考え
て使ってる


